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Abstract 
本調査では平成 28 年度武蔵丘短期大学健康生活学科健康栄養専攻の学生を対象とし、新体力テストの測
定結果を用いて本学学生の体力水準を把握することを目的とした。また今後の学生指導や実技系科目の内容
を選定する資料として文部科学省新体力テスト内の学生の生活習慣に関する調査結果をあわせて報告する。 
 
Ⅰ はじめに 
文部科学省新体力テストは平成 11 年度から保健
体育教育に本格導入され、旧文部省スポーツテスト
や体力診断テストに取って替わり、個人の体力水準
を把握し積極的な健康づくりのための資料として今
日利用されている。本学の保健体育教育においても、
学生の体力状況を把握しその結果を、学生にあわせ
た評価や実技系科目の内容に反映させるためにテス
ト結果の継続的なデータ蓄積が必要とされている。 
 本調査では平成 28 年度武蔵丘短期大学健康生活
学科健康栄養専攻の学生を対象とし、新体力テスト
の測定結果を用いて本学学生の体力水準を把握する
ことを目的とした。また今後の学生指導や実技系科
目の内容を選定する資料として文部科学省新体力テ
スト内の学生の生活習慣に関する調査結果をあわせ
て報告する。 
Ⅱ 方法 
 2016 年の前学期に開講された「健康スポーツ実習
1」の授業内において健康栄養専攻の学生69 名（男
子 5 名女子 64 名）を対象に、新体力テストを実施
した。新体カテストの項目は文部科学省新体力診断
テスト8 種目（握力、上体おこし、長座体前屈、反
復横とび、20m シャトルラン、50m 走、立ち幅跳
び、ハンドボール投げ）であった。得点の集計、生
活習慣に関する調査表の記入については授業の最終
週に行った。 
 男子学生の記録はサンプル数が少ない為除外し、
合計点を算出する関係から8種目すべてを測定した 
女子学生 64 名を対象に基本的統計量を算出し、平
成 24 年度文部科学省体力テスト報告「学校段階別
テスト結果：短期大学」の値を用いて差の検定を行
った。 
Ⅲ 結果 
1.1. 基本的統計量と全国平均値との差の検定 
 各テスト項目の平均値及び標準偏差を表１に示し
た。 
 合計得点では全国平均と本学に差は見られなかっ
た。各項目において本学が有意に低い値を示すこと
は無かった。また、20ｍシャトルランにおいて 5％
水準で本学が有意に高く、上体起こし、ハンドボー
ル投げにおいて本学が 1％水準で有意に高い結果が
得られた。 
1.2. 新体力テストにおける調査票 
 新体力テスト内で実施した生活習慣に関する調査
の内容を図1から図6 に示した。 
1) クラブ所属状況 
図1にクラブ活動の所属状況を示した。33％がクラ
ブ活動に所属し67％が無所属であった。 
2）運動実施時間 
図 2 に運動実施時間を示した。1 回の運動機会で 2
時間以上が16％、1～2 時間未満が11％、30 分～1
時間未満が22％、30 分未満が51％であった。 
3）運動実施頻度（体育の時間を含まず） 
図3に体育の時間以外の運動実施頻度を示した。 
運動をしないが27％、1～3日/月が23％、1～2/週
が28％、3 日/週が22％であった。 
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4）朝食 
図 4 に朝食の状況を示した。毎日食べるが 72％、
時々欠かすが25％、食べないが3％であった。 
5）睡眠時間 
図5に1日の睡眠時間を示した。6時間未満が42％、
6～8時間未満が 58％、8 時間以上は 0％であった。 
6）テレビ視聴時間 
図 6 に1日のテレビ視聴時間を示した。1 時間未満
が 20％、1～2 時間未満が 38％、2～3 時間未満が
17％、3 時間以上が25％であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表1　基本統計量と全国値との差
項目 武蔵丘 全国 差 ｔ値 有意差
M 26.25 26.37
SD 5.295 4.46
N 64 977
M 25.23 22.94
SD 6.645 6.00
N 64 965
M 46.77 46.74
SD 10.163 9.77
N 64 990
M 48.35 47.31
SD 5.648 6.30
N 62 979
M 50.72 45.37
SD 21.565 17.68
N 53 803
M 9.049 9.09
SD 1.0717 0.81
N 63 947
M 172.36 168.25
SD 21.821 22.92
N 61 979
M 15.68 13.89
SD 3.818 3.98
N 63 991
M 50.09 49.72
SD 13.021 10.52
N 65 881
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Ⅳ 考察及びまとめ 
昨年度の測定では統計的に有意ではないが握力
で全国平均を下回った。今年度は握力と50ｍ走で統
計的に有意ではないが全国平均値を下回った。50ｍ
走に関しては屋外での測定の為に、今回の測定では
向かい風であったことが影響したと考えられる。ハ
ンドボール投げは全国平均よりも有意に高い数値を
示した。これは追い風が影響したと考えられる。今
回の測定結果から、平成27年度入学健康栄養専攻
の女子学生の体力は全国的にみて平均的な水準にあ
ることが考えられる。 
新体力テストの調査表に関しては、今回は報告の
みに留まったが、今後、より詳細なデータを得るた
めに統計的な手法を用い分析を行っていきたい。私
見ではあるが、体力測定の結果と調査表の結果を鑑
みると、運動頻度の高い群と全く運動をしない群と
の二極化の傾向が見受けられる。この背景には近年、
健康栄養専攻の学生の中に運動部所属者が増えてい
ることや、学生の余暇時間の減少があると考えられ
る（経済面を考慮し一人暮らしをしないことによる
通学時間の増大、アルバイト、資格取得の為の勉強
時間など）。今後、限られた時間の中でより学生が運
動を楽しめ、且つ生涯において運動と健康の重要性
を理解できるような実技科目の設定を課題としたい。 
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